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前中期経営計画の振り返り

グループ経営基盤の構築

2022.9 •ビバホームを吸収合併

2023.9

•ビバホームのリフォーム事業を分割し
リフォーム事業をアークホームに集約

•アークランドSHDを完全子会社化

２０２４．９ •卸売事業を会社分割

事業戦略

出店戦略：大型HC８店舗の出店

計画から5店舗を見送ったものの、ヤマ
ダHDとの共同出店等１店舗の収益最大
化への取り組みに注力

専門店事業の深耕・開発

外食・ペット事業を順調に拡大、リフォー
ム事業は不採算店の削減が完了し拡大へ
進む

PB構成比率の向上
共同仕入れ共同開発

PBは品揃えの見直しにより売上構成比
率は一時縮減、WIZAへのブランド統一
で再拡大へ

物流改善・ITシステムの共通化

関東物流拠点を統合
２４年３月基幹システムの統合完了により
物流センターの共有化がスタート

アークランドとビバホーム、HD構想を超え合併戦略へ

統合の負荷は成長投資と捉え、着実に基盤を固める

アークランズ

小売事業（HC）・不動産事業

∎ アークランズグループ組織図

アークランド
SHD

外食事業

アーク
ホーム

小売事業
（リフォーム）

アークランド
サカモト

卸売事業

ペッツ
ファースト

小売事業
（ペット）
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前中期経営計画 目標指標

KPI 2024年度目標 実績 評価 所見

売上高 3,800億円 3,157億円 ×
・コロナ禍における需要の剥落
・出店計画の見直し及び不採算店の閉店
・過度な在庫縮減による顧客離れ

経常利益 300億円 191億円 × ・PB商品の見直しによる構成比拡大の
遅れ
・当初想定を超えるコスト圧力の高まり経常利益率 8.0％ 6.1％ ×

自己資本比率 30.0％ 36.１％ ◎ ・アークランドSHDの完全子会社化によ
る自己資本の増加
・不動産、投資有価証券の売却、余剰
キャッシュの見直しによる資金の捻出有利子負債 1,000億円以内 968億円 ◎

次期中計の課題

財務健全性は目標通りに改善。業績は目標に届かなかったが、

成長戦略の見直しを進め、持続的な成長基盤を確立

・グループシナジーの取り残しの確実な刈り取り

・縮減中心の守りの運営から攻めと守りのバランス



基本方針
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現在の環境認識と戦略の方向性

Customer

人口減少、高齢化・少子化

アフターコロナの消費行動の変化

実質賃金低下に伴い強まる低価格指向

戦略の方向性

Competitor

特定カテゴリーでの他業態との競争激化

大手EC企業との競合

同業同士・異業種参入によるHC業界に於け

る再編機運の高まり

Company

HCの質の向上と外食のオーガニック成長

財務内容の改善

更なる成長に向けたガバナンス体制構築

グループ経営基盤構築

競争力を最大化するシナジー創出体制の強化

適切な権限委譲の推進とグループガバナンスの強化

事業戦略

提供するサービス・商品の専門性追求

「住・食」関連事業の更なる深耕

財務戦略

成長投資と財務健全性のバランス

事業戦略と外部環境に合わせた最適な資金調達選択

＄
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経営理念

くらし、満たす。こころ、満たす。

売上高 5,000億円
経常利益 400億円

中期経営計画
『新たな価値の創造』～新しいアークランズを創る～

構造改革

成長戦略

人的資本

経営理念

長期ビジョン

グループ経営戦略



経営目標
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長期ビジョン

第2次 中期経営計画

長期ビジョン

（単位：億円）

※21年度は旧アークランドサカモトが12ヶ月8日、旧ビバホームが14ヶ月の変則決算。

第１次 中期経営計画
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21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 27年度 30年度

売上高 経常利益

2030年度に売上高 5,000億円、経常利益 400億円を目指す

202５-2027年度

202８-2030年度

グループシナジー最大化
のための体制構築

強いホームセンターの形づくり

変化適応による顧客創造

住

食

住＋食のビジネスを強化、補完するM＆A

売上高CAGR8.2%

売上高CAGR7.7%
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中期経営計画 連結ベース

2024年度
（実績）

2025年度
（今期予想）

2027年度
（計画）

売 上 高 3,157億円 3,350億円 4,000億円

経 常 利 益 191億円 190億円 300億円

経 常 利 益 率 ６.1 ％ 5.7 ％ 7.5 ％

財 務 指 標

自 己 資 本 比 率 45％以上

有 利 子 負 債 800億円以内

※：有利子負債＝借入金＋社債（リース債務は除く）

※
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「住」「食」別数値計画

売 上 高
2024年度

（実績）
2025年度
（今期予想）

2027年度
（計画）

住関連※ 2,596億円 2,750億円 3,310億円

外食事業
（アークランドサービスHD） 561億円 600億円 690億円

経 常 利 益
( 売 上 高 比 率 )

2024年度
（実績）

2025年度
（今期予想）

2027年度
（計画）

住関連※ 130億円

(5.0 %)

125億円

(4.5 %)

225億円

(6.8 %)

外食事業
（アークランドサービスHD）

61億円

(10.9 %)

65億円

(10.8 %)

7５億円

(10.9 %)

※：住関連には事業セグメントにおける、小売事業、卸売事業、不動産事業を含みます
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2025-2027年度：キャッシュアロケーション

885億円

-４００億円

株主還元

返済
-260億円

営業CF 投資CF 財務CF 投資内容 金額（億円）

住関連 -265

既存店投資
改装、リース物件購入
ロピアFC出店

-348

新店（HC） 新築ホームセンター2店舗 -6２

資産流動化 195

システム投資 -50

外食事業 -135

新店・既存店 年間７０店舗ペースで出店 -72

新規工場開設 冷食事業拡大 -6３

次のM＆A投資準備として借入を一定水準まで引き下げ

目安：自己資本比率45％、銀行借入800億円

利益の拡大に応じて、安定的な配当の増加と累進配当を目指す

キャッシュイン キャッシュアウト

居抜き出店
・

新規M&A

状況次第で返済よりも
M&A投資を優先

営業CFを資金源に、成長投資、財務の安定化、株主還元にバランスよく分配



住関連 事業戦略
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住関連主要取組施策

取組施策
中期経営計画

FY2025 FY2026 FY2027

構造改革

ベスト1品戦略

ローコストの仕組構築

成長戦略

専門店の深耕と新たな専門店事業開発

ロイヤルカスタマーの拡大
①販売チャネルと商品力強化
②デジタル活用による新しい顧客体験

新規出店

人的資本 アークハピネスプロジェクトの推進

基本品揃えの統一

新規カテゴリーの追加

業務見直しによる人件費率の抑制

積極的な人員採用の継続と人事・教育制度改革

物流コストの改善

ペット・リフォーム・プロ専門店の拡大

大型HC2店舗 既存売場の専門店化

１to１販促の強化

強いホームセンターの形づくりを推進

PB 統一ブランドの価値向上

オンライン購買体験向上

新会員制度
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ベスト１品戦略

「ベスト一品戦略」を確実に定着させ、効率化とブランド強化を図る

新規カテゴリーの追加により顧客拡大へ

・品揃えの絞り込み

・店舗の品揃えを共通化

コスト削減

ブランド力向上

販売力強化

新規カテゴリー

全体の品揃え42万SKU

標準品揃え

18万SKU
を設定し合わせる

縮減
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ローコストの仕組構築①人件費率の抑制

部門間の業務の重複や非効率を解消

本社の人員適正化と店舗のバック業務削減を推進

業務改善PJ

横串の改善

重複

非効率

意思決定

の遅れ

情報共有

不足

ヤキナスの考え方で
（ヤめる・キる・ナくす・スてる）

生産性の低い業務をなくす

業務効率化と

生産性の向上

人件費率の抑制

組織の柔軟性

と競争力の強化
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ローコストの仕組構築②物流改善

コスト・収益の両面の全方位改善で 物流の生産性を最大化

猪名川

東松山

中之口
三和

コスト面

①作業生産性・配送分析による改善
②保管効率改善と外部倉庫の廃止
③物流組織の見直し

①センター利用料の見直し
②PB売上拡大による荷扱い高の増加
③倉庫スペースの有効活用

収益面

アークランズ
国内物流ネットワーク
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専門性の深耕と新たな専門事業の開発:ペット

当社とペッツファーストの組み合わせにより

“ペット業界の絶対的なスタンダード企業”へ

強い集客力のホームセンターネットワーク
強いペット販売

透明性のあるサプライチェーン

ペットを最優先に考えた販売

コールセンター

の共有
動物病院・トリミング

施設の相互送客

金融事業の拡大

（割賦、少額保険）
徹底した健康管理

サブスク事業

の展開

付帯商品

サービスの販売
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専門性の深耕と新たな専門事業の開発：食品

ロピアとの業務提携を通じ食品事業部を拡大

HCとの相乗効果を創出しながら、集客力と収益性の向上を図る

フランチャイズ加盟契約

⇒新潟県、富山県、石川県の出店＋運営

年間3店舗を目安にコンスタントに出店

ホームセンター施設内の優先出店権

2025年３月末時点７店舗出店

⇒ムサシ、ビバホームの新規案件（新店及び既存
店の効率化に伴う捻出スペース）に優先出店

ムサシ・ビバ出店エリア

ロピアFC展開予定エリア

ムサシ・ビバ併設のロピア出店エリア（予定含む）

アークランズ運営1号

新潟店 5月オープン予定
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専門性の深耕と新たな専門事業の開発：リフォーム

フレッシュハウスとのシナジー最大化と新フォーマットの挑戦

工事
種類

大規模リフォーム 一般リフォーム 機器交換

リノベーション
デザインリフォーム

増改築

システムキッチン
システムバス

外装/外構工事
内装工事

給湯器
トイレ

コンロ/フード
内窓

費用
イメージ

300万円～ 50万～300万円 5万～50万円

マーケット
リーダー

ハウスメーカー
リノベーション会社

リフォーム会社
家電量販店

ホームセンター
EC

幅広い領域の対応が可能に 新店舗フォーマットに挑戦

②価値向上訴求型ショールーム

断熱＋耐震性能を
付加した住宅の価値
を向上するリフォーム
提案

IN SHOP

高単価の
リノベーションに対応

リフォーム専門店2024年度末78店舗⇒2027年度末85店舗に拡大を計画

①ARCHOME×FRESHHOUSE共同出店

単独出店と
比べて1.8倍
の売上規模
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専門性の深耕と新たな専門事業の開発：プロショップ

製品＋素材のワンストップ業態の開発

新ブランド「アークマスター」を立ち上げ

製品 素材

工具 作業用品 資材

第1号店は2025年５月に千葉県流山市にオープン予定プロショップブランドの位置づけ
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PB統一ブランドの価値向上

独自性と競争力を兼ね備えたプライベートブランドの強化

売上高構成比は20.８％⇒2027年度27.0％に拡大

同じものなら

より低価格で

今までにない

新しいアイデア

WIZ’Aが約束する3つの価値

同じ価格なら

より機能的に

22
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構成比拡大に向け、開発・調達・納品の各工程で徹底した改善

消費者の声を反映した
製品開発へ

海外物流拠点の開設
適量の調達

従来のプロダクトアウトのア
プローチから一歩進み、消費
者のニーズを最優先にした
製品開発へとシフト

不具合コストの削減

国内センター横持ち削減によ
る納期短縮と経費の圧縮

出荷前検品、品質確認会、工場
監査始動等の品質保証活動の
高レベル化

開発 調達 納品

開設

PB統一ブランドの価値向上：プロセスの改善

23
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オンライン購買体験向上：EC販売の強化

より多くの商品をより早く届ける体制を構築

お客様の利便性を改善し売上拡大を図る

商品ラインナップの改善 販路・販促の強化

掲載商品・即日出荷の点数拡大

価格適正化対応

モール販路の強化

店舗企画との連携

2025年６月 ECセンター拡大 商品登録の機械化・登録体制の強化

物流基盤とオペレーションの両面を強化
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１to1販促・新会員制度

顧客ごとに最適化された販促を強化

2026年4月からは新会員制度を開始

顧客セグメントごとのアウトプロモーション

1to1の実践

いままで

画一的な販促施策

これから

パーソナライズされたサービスを提供

2026年4月

新会員制度のスタート

✓ 顧客の嗜好に応じた気の利い
たサービス
（クーポン、ボーナスポイント）

✓ アプリをメインチャネルとして
顧客コンタクトを強化

不要な情報による

情報ブロックのリスク

ポイント販促の活性化

値引き中心の施策から

来店効果の高い

ポイントへシフト

+

買えば買うほどお得なポイントプログラム

スマホアプリから、すべての会員サービスが利用可能

どこでも探せる

買える、受け取れる
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新規出店計画

スーパービバホーム茨木目垣 ５月ＯＰ

ホームセンタームサシ須坂 夏ＯＰ

新築のホームセンター大型物件は2025年度で区切り

専門店拡大、居抜きによるスピーディな出店を検討

2025年度 2026～2027年度

大型HC 居抜きによるローコスト＆

スピーディな出店の検討

既存施設を中心に積極拡大

館全体の集客力を向上

専門店

M＆A
+
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人的資本の向上

27

ARCハピネスプロジェクト ～「オモツヨ」（面白くて強い）な会社の実現

個人の幸福（ハピネス）が向上することで組織の力が最大化され、会社全体の成長を
加速させる好循環を生み出す。
社員一人ひとりのハピネスを経営の重要資源と捉え、働きやすさと働きがいを両立する
仕組みを整備。
スキルや成果を適正に評価し、個々の成長を支援することで、社員がより充実感を持っ
て働ける環境を実現する。

成長支援型

人事制度

インターナル
コミュニケーション

自信・活気

感謝

明るい
接客

更なる意欲

ハピネスを生む好循環

満足度の向上

スキルUP

最後は人の充実が勝敗を分ける



外食事業 事業戦略
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事業戦略

1．かつやブランド価値の最大化

2.からやま成長の加速

3.第３の軸となる業態づくり

4．海外展開加速

5．食に関するその他事業の拡大

6.将来への種まき

新たな価値の創造
～変化適応による顧客創造～
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外食事業主要取組施策

取組施策
中期経営計画

FY2025 FY2026 FY2027

構造改革
商品供給網の強化

利便性の向上

成長戦略

かつやブランド価値の最大化

からやま成長の加速

第3の軸となる業態づくり

海外展開の加速

食に関するその他事業の拡大

人的資本 働きたい会社・制度づくり

店舗DX

多店舗化・フランチャイズ化

商品供給体制の再構築

変化適応による顧客創造

新型モデル店出店・検証

新規出店加速・未出店エリアへ進出

新工場設立・外販強化

新規国開拓・既存出店エリアへの増店

採用強化・研修制度の確立

フードコート含め可能性ある立地への出店加速

既存業態のブラッシュアップと新業態開発
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1．かつやブランド価値の最大化

出店立地の最大化

利便性の向上による客数・売上の獲得

ロードサイド

(RS)

フードコート

(FC)

ビルイン

(BI)

新型モデル検証

魅力的なフェアメニュー



Copyright ©ARCLANDS CORPORATION All Rights Reserved. 32

２．からやま成長の加速

新規出店の加速

からあげ No.1 チェーンに向けた価値創造

＋

生姜焼きからあげ

からあげNo.1チェーンへ

未出店エリアの新規出店

※青色は出店済の都道府県

魅力的なフェアメニュー
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3. 第３の軸となる業態づくり

既存業態のブラッシュアップと新業態開発

多店舗化・フランチャイズ化できる業態を目指す

今後目指す領域
（日常食）男

性

ヤング

女
性

現状強い領域
男性×労働者

世代
(日常食)

シニア

非日常で特別
な食事の領域
(ハレの日)

多店舗化
フランチャイズ化

+新業態開発
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85 2024年12月現在

2店舗

7店舗

53店舗

7店舗

3店舗

7店舗

4店舗

2店舗

4. 海外展開加速

新規国の開拓と既存出店エリアへの増店
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5．食に関するその他事業の拡大

食に携わる外食以外の分野も拡充

コスミックSY

新工場設立 冷凍食品

2027年竣工予定 冷凍カツサンド

アークランドマルハミート

豚肉カット工場

自社ブランド・外販ともに拡大
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6. 将来への種まき

事業拡大、将来に向けた仕組み作り

店舗DX化 商品供給網強化 採用強化

POSシステム

店舗設備投資
仕入れの川上へ 研修制度の確立



サステナビリティ関連情報
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サステナビリティの基本方針と体制

∎ 基本方針

∎ 体制図

取締役会

横断PJ

営業本部 開発本部 管理本部

報告 管理監督、指導

当社はサステナビリティの取組を事業活動及び企業価値向上における重要な課題であると考えており

ます。

当社のコア事業であるホームセンター事業は地域社会におけるインフラ同等の役割であると認識し、

事業活動を通じて①地域社会への貢献②持続可能な商品サービスの提供③エネルギー効率の最適化

④社会的責任と透明性⑤人的資本の強化を重点課題として当社の事業活動が社会や環境に与える影

響を最小化し、長期的な企業価値向上を目指します。

営業本部、開発本部、管理本部の3本部に加

え、緊急性の高い課題については各本部の

横断プロジェクトを設置し課題に取り組みま

す。

取締役会は重要な課題について報告を受け

進捗の管理監督、指導を行います。
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気候変動に係るリスクと機会

リスク 機会

消費者行動

需要の減少
⚫ 悪天候による外出機会の減少
⚫ 長期的な気温変動による季節商品の需要減少
⚫ 自然災害による購買意欲の減少

デジタルを活用したエンゲージメントの強化
⚫ オンライン販売チャネルの拡大
⚫ デジタルマーケティングやソーシャルメディアの活用

季節商品の多様化と新商品の開発
⚫ 商品ラインナップの多様化や新商品の開発、四季を問わ

ない使用が可能な商品の開発
需要の変化
⚫ 気候変動による生活環境が変化がもたらす消費者嗜好

の変化、エコフレンドリーな商品へのシフト
CSR活動の強化と地域貢献
⚫ 災害復興支援や地域社会へ活動を通じた信頼向上

サプライチェーン

輸送インフラへの影響
⚫ 異常気象や自然災害による、商品輸送の遅れ、在庫供給

に支障をきたす可能性

予測分析と在庫管理の最適化
⚫ 需要予測の精度を高め、リードタイムを短縮するために予

測分析技術を活用し、在庫レベルを適切に調整

ロジスティクスの最適化と運輸手段の多様化
⚫ 複数の運輸手段を活用し、ロジスティクスネットワークを

最適化
⚫ 緊急時の代替ルート、輸送手段の確保

生産コスト・管理コスト上昇
⚫ 原材料の供給不足や輸送の遅延等による生産コストお

よび在庫管理コスト上昇

エネルギー

エネルギーコストの上昇
⚫ 気候変動に伴うエネルギー供給の不安定さやエネル

ギー価格の上昇
⚫ 店舗の環境維持、商品保管に係る冷房や暖房稼働増加

による水道光熱費の上昇

エネルギー効率の改善と再生可能エネルギーの導入
⚫ 省エネルギー設備の導入、施設の断熱改善等の効率改善

及び太陽光発電パネルの設置等再生可能エネルギー設備
の導入によるエネルギー供給源の多様化

法規制
法規制の変化
⚫ 温室効果ガスの排出規制の厳格化や、再生可能エネル

ギーの利用促進

設備
インフラ供給の影響
⚫ 自然災害により、電力、水、ガス等のインフラが絶たれる

可能性

事業継続設備の導入
⚫ 停電時、断水時の営業を継続できる自家発電設備や給水

設備の導入
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温暖化ガス排出、資源利用最小化の取組①

ホームセンターの全店舗にLED照明を

採用しています。

照明に使われる電力量を約30％抑制

する効果がありCO2の排出削減に貢

献しています。

店舗LED照明

太陽光パネルによる発電で店舗の電力

の一部を補います。

ホームセンター及び外食事業の店舗に

太陽光パネル導入を進めています。

太陽光パネル

デマンド監視・コントロール 節電の取組

物流効率化 社有車の削減

社有車の使用状況について事業所別

にモニタリングし定期的な台数の見直

しを行っています。

過剰に所有しないことで不要不急の

外出を抑制し、温暖化ガス排出の削減

に貢献します。

店舗及び事業所において、冷暖房の設

定管理等の運用ルールを定め管理徹底

する節電の取組を行っています。

デマンド監視及びコントロールシステム

を活用し日々の電力使用量の把握と制

御を行い電力の最少化に努めています。

センター通過量の拡大、センター・店舗

距離短縮、納品回数の見直しを行い物

流に係る排ガスの削減に貢献します。
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温暖化ガス排出、資源利用最小化の取組②

廃パレットの再利用

プロショップでは工具のリユース販売

を行っています。

点検やメンテナンスを施した上で、再

び市場に提供することで資源の浪費を

抑え、廃棄物の削減に貢献します。

プロショップにおけるリユース販売

延長保証サービス デジタルシフトの取組

環境にやさしい用紙の採用 無水トイレ

商品配送の為に使用している廃プラス

チックパレットを再生サイクル用チップ

に再資源化するため、グループ全体で

年間40ｔ超の廃プラスチックパレット

を回収しています。

販促活動において紙媒体からデジタル

媒体へのシフトを積極的に進めていま

す。

製作・印刷・配布に伴うCO2排出や廃

棄物の削減に貢献します。

POP用の用紙として石灰石を主原料

としたシート（LIMEX）を採用していま

す。

プラスチック使用量、温室効果ガス排

出量の削減に貢献します。

「長く大切に使うこと」をコンセプトに

対象商品購入後サービスに加入すると、

メーカー保証が終了した後も、メー

カー保証同等の保証を受けることがで

る延長保証サービスをホームセンター

全店舗で行っています。

店舗および事業所において水を使用し

ない無水トイレを導入しています。

排泄物を分解し、臭いを抑える特殊な

処理方法を用いて、水資源の浪費を防

ぎます。
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地域社会とともに

安心・安全の店舗 エコの啓蒙活動

奨学支援活動

災害防止協定の締結 障がい者支援

経済的理由により進学が困難な学業

優秀な人材に対して奨学金支援を行

い、将来それぞれの分野で活躍でき

る人材の育成を目指します。

環境プロジェクト「チームエコ」の考え

に賛同し、協賛を行っています。

緑化活動、清掃活動を行うイベントを

開催し、エコの大切さを広めることに

貢献しています。

店舗が所在する地域自治体との協力

体制強化を目的に、積極的に災害防

止協定を結んでいます。

非常時に災害物資や避難場所を提供

します。

本社所在地である三条市（新潟県）に

よる福祉基金及び福祉活動サポート

交付金事業の設置に協力し、障がい

のある方の社会参加活動及び、自立

支援活動に対する費用の助成を行っ

ています。

ホームセンター店舗は「地域の防災拠点」であるべきと考え、非常

用発電設備と非常用給水設備を備えた店舗づくりを進めていま

す。

停電時には資材の提供及びスマートホン等の充電サービスを行

い、断水時には飲料水の提供及びトイレの利用開放を行います。
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人的資本情報① 基本方針及び従業員の状況

クルーの幸福を経営資源とし、成長支援と働きやすさを両立。
働く充実感を高め、個人と組織の発展を促進させる。基本方針

2024年度

女性の活躍推進に係る情報

2024年度末

連結従業員数（人）

項目 実績

管理職に占める
女性労働者の割合

1.2％

男性の育児休暇取得率 9.4％

男女の賃金の差異
全労働者

59.5%

正規雇用労働者 73.7%

パート・有期労働者 94.4%

セグメント
正規雇用
労働者

パート・
有期労働者

合計

合計 3,762 9,332 13,094

小売事業 3,021 6,762 9,783

卸売事業 ４１ 94 135

外食事業 540 2,403 2,943

不動産事業 ３５ ２３ ５８

その他 ２８ ３４ ６２

全社（共通） ９７ １６ １１３

※パート・有期労働者は1日8時間換算 ※アークランズ株式会社単体を対象としております
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人的資本情報② 主な取組・制度

職種変更制度

休職復帰後のキャリア形成を支援する

研修、通信教育を充実しています。

入社後の定期研修に加えて、通信教育

を活用して資格取得を含む様々なスキ

ルアップを支援します。

教育訓練・研修制度

正社員再雇用・正社員登用強化 半日有給休暇制度

育児短時間勤務制度 子の看護休暇

結婚、介護、キャリアアップなど、個人

のライフプランに合わせて柔軟に勤務

地を選択できる職種変更制度を設け

ています。

家族の看護や、通院などのちょっとし

た私事都合に合わせ半日単位で有給

休暇を使用することがすることができ

ます。

心身共に大きく発達する小学校6年ま

での育児期間で、1日あたりの終業時

間を6時間に短縮する短時間勤務を選

択することができます。

結婚、育児、介護等を理由にやむを得

ず離職をした方の再雇用を促進してい

ます。

また、時給社員からの正社員登用を積

極的に行っています。

小学校就学の始期に達するまでの子

を養育する従業員に対し賞与や有休算

定に影響しない休暇（無給）の付与しま

す。



本資料は、企業情報の提供のために作成されたものであり、当社の発行する株式その他の

有価証券への勧誘を構成するものではありません。

本資料に記載されております、将来の業績見通しに関する事項については、開示時点にお

いて当社が入手している情報に基づくほか、将来の予測を行うために一定の前提を用いて

おり、様々なリスクや不確定性・不確実性を含んでおります。

従いまして、現実の業績の数値、結果等は、今後の事業運営や経済情勢の変化等の様々な

要因により、開示情報に含まれる将来の見通しとは異なる可能性があることをご承知おき

ください。
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